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年
度
締
め
と
子
年

南
風
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
松
堂
厚
雄

庭
先
の
草
花

は
、
春
の
陽
光
を

浴
び
て
元
気
の

芽
が
吹
き
出
し
、

我
々
に
元
気
を

呉
れ
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
の
新
春
、
如
何
お

過
ご
し
で
す
か
。
会
員
皆
様
に
於
か
れ
て
は
、

き
っ
と
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
事
と
存
じ
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
暦
法
で
十
二
支
の
最
初
の

年
、
子
（
ね
）
年
で
す
ね
。
昨
年
の
亥
（
い
）
年
は

そ
れ
こ
そ
「
猪
突
猛
進
」
の
年
で
し
た
。
今
年
の

子
年
「
ね
ず
み
は
集
団
で
行
動
し
何
事
に
も
挑

戦
す
る
性
格
の
持
ち
主
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
ま
さ
に
私
達
高
齢
者
に
と
っ
て
は
肖
る
気

概
で
毎
日
の
行
動
に
励
み
た
い
も
の
で
す
。
即

ち、
「亥
は
走
る
年
重
ね
る
や
ね
ず
み
哉
」
を
念

頭
に
、
本
年
、
が
皆
様
に
と
っ
て
、
最
良
の
年
で

あ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
会
に
と
り
ま
し
て
、
令
和
元
年
度

事
業
、
が
い
よ
い
よ
年
度
締
め
を
迎
え
る
事
と

な
り
ま
し
た
。
諸
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

は
、
年

2
回
発
行
の
「
は
え
ば
る
老
連
だ
よ
り
」

を
通
し
て
、
会
員
皆
様
を
始
め
、
関
係
機
関
・
団

体
の
方
々
に
お
知
ら
せ
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
発
行
の
第
日
号
に
お
い
て
は
「
福
祉
資

金
造
成
の
為
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
G
G大
会
、
女

t』

性
福
祉
レ
ク
講
習
会
、
町
老
連
意
見
発
表
大
会
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
報
告
会
、
地
域

で
頑
張
っ
て
い
る
個
人
の
紹
介
、
大
名
若
水
会
叩
周

年
の
模
様
、
町
老
連
か
ら
派
遣
さ
れ
た
団
体
、
個
人

の
紹
介
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介
、
単
位
ク
ラ
ブ
（
新

川
か
り
ゆ
し
会
）
の
紹
介
等
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
中
に
は
予
算
を
勘
案
し
て
老
人
大
運
動
会
は
隔

年
毎
扱
い
に
す
る
な
ど
、
今
回
は
見
合
わ
せ
ま
し

た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
基
本
は

会
員
相
互
の
連
帯
と
融
和
を
図
り
、
も
っ
て
老
人
福

祉
の
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
近
年
は
「
楽
し
い
ね
（
生
き
、
が
い
や
つ
く
り
）

嬉
し
い
ね
（
健
康
情
つ
く
り
）
続
け
よ
う
ね
（
仲
間
ゆ
っ
く

り
）
努
め
よ
う
ね
（
地
域
ぃ
つ
く
り
こ
こ
の
4
つ
の
「
ね

ね
ね
ね
運
動
」
を
実
践
に
移
し
実
行
し
て
い
く
事
こ

そ
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
日
的
課
題
で
あ
る
「
会
員
増
強
問
題
」

を
図
る
観
点
か
ら
「
ね
ね
ね
ね
運
動
」
の
取
り
組
み

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
改
め
て
、
会
員
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
末
筆
乍
、
昨
年
の

走
る
亥
年
か
ら
何
事
に
も
挑
戦
の
気
概
あ
る
子
年

に
肖
っ
て
、
こ
こ
に
会
員
総
意
で
所
期
の
目
的
達
成

に
努
め
て
参
り
ま
す
。
何
卒
、
一
層
の
ご
厚
意
を
宣

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
年
度
締
め
の
ご
報

告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

令
和
二
年
三
月

一
日

「いつ世我島ぬ尋ねたる今や蓄王様の想い語らj
令手口元年7月2日 現場にて琉歌該む（あつおj

首旦城募金
県老連の呼びかけを受け、令和元年12月～令和
2年1月の期間、町老連各単位クラブと、会員個人
より54,000円が寄せられました。一刻も早い再
建を願い、県老連を通し寄付されます。

写真は昨年7月のリーダ一研修会で首里城を訪
れた時の一枚です。



(2) 令和2年3月1日はえばる老連だより第53号

第56回沖縄県老人クラブ大会
令和元年10月24日（木）浦添市てだこホー
ルに於いて、「のばそう ！健康長寿、担おう ！

地域づくりJをメインテーマに第56回沖縄県
老人クラブ大会が開催されました。南風原町

老人クラブ連合会から、老人クラブ育成功労

者として、宮平の赤嶺幸信様、赤嶺良一様、

56回沖縄県老人クラブ犬蚕1糸満安子
＠ ・m’浩｛様、識名
同予a 司 I~I盛保様の
－~語io l 調.U l4 名が表
嗣盛綱~~ 彰されま
制；：i[＇音量箇 した。
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m
大
名
若
水
会
創

E
m周
年
式
典
の

ω

一一

開
催
及
び
記
念
誌
の
発
信

”

”

大
名
若
水
会
小
橋
川
恒
一

一”

ゆ

大
名
若
水
会
は
、
昭
和
何
年

ω月
却
白
に
大
名
老
人

山内

舶
会
（
現
・
大
名
若
水
会
）
が
結
成
さ
れ
発
足
し
て
か
ら
今

＠

”
年
は
日
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
節
目
を
機

”

”
に
記
念
行
事
と
し
て
、
令
和
元
年
ロ
月
7
日
に
大
名
若
水

”

附
会
創
立
日
周
年
記
念
式
典
の
開
催
及
び
記
念
誌
を
発
行
い

”

。
た
し
ま
し
た
。

．

”

記
念
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て
南
風
原
町
老
人
ク
ラ
ブ

”

制
連
合
会
会
長
の
松
堂
厚
雄
氏
・
南
風
原
町
社
会
福
祉
協
議

”

”
会
会
長
の
前
川
義
美
の
ご
両
名
を
お
迎
え
し
、
多
く
の
会

”

。
ロ貝
が
参
加
し
て
盛
大
に
記
念
式
典
、が
行
わ
れ
ま
し
た
。

。

”

式
典
で
は
こ
れ
ま
で
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
し
た

争

”
こ
と
を
評
価
し
て
、
ロ
名
の
方
々
を
表
彰
し
、
ま
た

「民

”

”
踊
愛
好
者
の
集
い
（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
民
踊
サ
ー
ク
ル
こ
を

”

。
長
年
に
亘
っ
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
、
古
堅
達
枝
様
へ
感

ゅ

ん炉

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

A
V

”

祝
賀
会
で
は
、
三
線
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
幕
開
け

”

”
演
奏
か
ら
は
じ
ま
り
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
民
踊
サ
ー
ク
ル
の

”

帥
踊
り
、
町
老
連
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
の
優
勝
者
の
力
ラ
オ

”

。
ケ
の
熱
唱
等
で
祝
賀
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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を
雪
之
親
ι〈
な
引
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…

…
世
界
乎
h
p

に
＠
る

mk…

…

老
舗
ホ
テ
ル

「ホ
テ
ル
オ
ー
ク
一フ
」
2
代
目
、

…

品
大
倉
喜
七
郎
の
言
葉
で
あ
る
。

制

山

「
打
ち
殺
す
」
「
切
ら
れ
る
」
「
死
ん
だ
」
と

川

ω
交
わ
す
囲
碁
の
言
葉
は
週
激
だ
が
、
対
崎
し
た

m

ω
瞬
間
の
触
れ
合
い
は
、

一
期

一
会
の
貴
重
な
も

m

附
の
。
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
し
合
え
る
こ
と
で
、

相

・A
平
和
に
繋
が
る
の
だ
ろ
う
。

首

圃
刷

老
人
囲
碁
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
週
日
曜
日
の
午

畑

山一

ω
後

「ち
む
ぐ
く
る
館
」
で
毎
回
初
名
余
が
集
い
、

m

翠

』
…
試
合
を
楽
し
ん
で
い
る
。
卯
歳
を
超
え
る
強
者

…

歯

】
叫
も
い
る
。
口
の
達
者
な
者
も
い
る
。
体
の
弱
つ

怖

l
」れ

悦
た
方
も
い
る
。
和
気
あ
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あ
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が
、
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か
し
、

例
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子
供
た
ち
が
、
安
心
し
て
登
下
校
出
来

る
よ
う
に
と
平
成
げ
年
ロ
月
に
発
足
し
て

か
ら
同
年
目
を
迎
え
た
見
守
り
パ
卜
口

ル
の
報
告
会
、
が
、
令
和

2
年

2
月
日
巳

（
金
）
、
ち
む
ぐ
く
る
館
、
ホ
ー
ル
に
て
行

わ
れ
、
町
内
問
単
位
ク
ラ
ブ
か
ら
年
間
を

通
し
て
の
活
動
状
況
や
今
後
の
課
題
な
ど

の
報
告
が
あ
り
、
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
、

多
数
の
激
励
と
、

感
謝
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
社
会
貢
献

の
為
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

。uvvvuuOuuu 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
も。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

地』長A守＇Jパトロール iI 4 El t最重高級事

晶lil.-.l. 吋 老人？ラプ述~会

第21園町老連’... 

チャリティーグラウシド・ゴルフ大会
令和元年9月18日（水）社会福祉への感謝と

・貢献を目指し、また、グラウンド・ゴルフを

通じて、健康づくりと生きがいづくり、参加

者相互の親睦交流を図る事を目的とし、黄金 ．

．森公園陸上競技場にて第21回町老連チャリ －

Sティーグラウンド ゴルフ大会が開催されま 』
した。今大会の収益金267,022円は南風原町 ．
共同募金会へ寄附され、第1回大会からの累
計は6,230,402円となりました。令和2年度

． 也企~払品 .P.L 入温 も、第22回大

i榔？宣雄・f一向• l ~副島国首置刊... 酒＇：・催予定ですの・lllHll圃 』T可 唱圏 、固・lで＼皆様のご協
力を宣しくお願

い致します。 ..・UI UI U ・

。。

令和元惇度老人の意見発表大会・
7.7 l 第20目カラオケ大会J記＆
錯果報告 ・3

日
場
時 ：令和元年11月7日（木）
所 ：町中央公民館黄金ホール

意見発表の部
最優秀賞知念勝盛（第二団地）

カラオケの部
優勝知念勝盛（第二団地）
準優勝神里邦男（津嘉山）
3 位宮城真徳（本部）
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叶 の健康データーを基に今、話題の「アンチ工イ ／ 

芸 令和元年10月7日（月） PM2時～ちむぐく ジングJ～イキイキ血管学習会～と題して、町 雪
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E岨掛4

こいのぼり矯錫 令和世に泳ぎだそう
チパリヨ一新Jllの子どもたち！
2019年4月308

＝＝ ・、
一

新川かりゆし会結成50周年記念事業
花園づくり 2018年2月26日

新
川
か
り
ゆ
し
会
の
活
動
拠
点
で
あ
る
新

川
公
園
で
は
、会
員、が
月
1
金
曜
日
の
朝
9
時

か
ら
グ
ラ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
で
健
康
ぃ
つ
く
り
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
公
園
の
草
刈
り
作
業
を
年

に
3
1
4回
実
施
、
ま
た
、
公
園
の
一
角
に
花

壇
を
整
備
し
、色
鮮
や
か
な
花
々
が
咲
き
、
大

勢
の
公
園
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

5
月

の
子
ど
も
の
白
に
合
わ
せ
て
会
員
、が
持
ち

寄
っ
た
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
、
「
子
ど
も
達

が
元
気
に
育
て
｜
・」
と
願
っ
て
ま
す
。

か
り
ゆ
し
会
の
特
徴
と
し
て
、年
間
の
大
き

な
行
事
は
、小
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
新
川

ひ
ま
わ
り
会
と
合
同
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

1
月
の
初
詣
、
叩
月
の
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
、
ロ
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
一

年
を

通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

会
員
数
が
伸
び
悩
む
中
、
臼
歳
以
上
の
入
会

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
こ
の

2
年
間
で
川
名

の
新
規
加
入
が
あ
り
ま
し
た
。
会
の
若
返
り
の

た
め
今
後
も
力
を
入
れ
て
加
入
促
進
を
図
り

ま
す
。
今
年
も
会
員
一
目
冗
気
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。


